
選挙運動用自動車燃料供給契約書

（燃料の供給）
　甲（候補者氏名）　　　　　　　　　　と乙（業者等名称）　　　　　　　　　　
とは、令和５年４月２３日執行（予定）の高山市議会議員選挙の選挙運動のために使用する公職選挙法第１４１条第１項の自動車の燃料の供給について、次のとおり契約を締結する。

１　乙は、甲に対して、次に掲げる期間、自動車の燃料を供給し、高山市議会議員及び高山市長の選挙における選挙運動用自動車の使用等の公営に関する条例の定める手続により、同条例の定める金額を高山市に請求する。

なお、高山市に請求する金額が契約金額に満たないときは、甲は乙に対し不足額を速やかに支払うものとする。

ただし、甲に係る供託物が、公職選挙法第９３条の規定により高山市に帰属することとなった場合には、乙は高山市に対して請求することができない。

（１）燃 料 の 種 類

（２）供　給　期　間　　令和５年４月　　日から令和５年４月　　日まで

（３）供給を受ける自動車の登録番号（車両番号）　　　　　　　　　　　
２　売買代金は、次のとおりとする。

（１）１㍑当たりの金額　　　　　　　　　　円　（うち消費税額　　　　　円）

（２）総　供　給　量　　　　　　　　　　㍑

（３）契　約　金　額　　　　　　　　　　円

３　この契約書に定めのない事項については、甲、乙協議のうえ、別に決定する。

　この契約の証として本書２通を作成し、甲、乙それぞれ１通を保管する。

令和５年　　月　　日

（候補者）
住所　　　　　　　　　　　　　　　　

氏名　　　　　　　　　　　　　　　 EQ \o\ac(○,印)
（業者等）
住所（所在地）　　　　　　　　　　　

名称　　　　　　　　　　　　　　　　
代表者職氏名　　　　　　　　　　　 EQ \o\ac(○,印)
注１　燃料の供給期間は、立候補の届出の日から選挙の期日の前日までの間において燃料を供給する期間とすること。

２　この契約により燃料供給する車両は、甲が高山市選挙管理委員会へ届出た選挙運動用自動車１台に限るものとする。

３　乙が高山市に対して請求する場合、請求書には、契約書に記載された住所、氏名等を記載し、印鑑についても、契約書に押印した印鑑を使用すること。

４　高山市に対する請求金額は、供給期間中において選挙運動用自動車に供給した燃料の数量の合計に２⑴の１㍑当たりの金額を乗じて得た額（円未満の端数切捨て）とする。

５　乙が法人の場合には、法人印と代表者印の二つの印鑑を押印すること。
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